
「「「「動物愛護及動物愛護及動物愛護及動物愛護及びびびび管理管理管理管理にににに関関関関するするするするアンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査」」」」調査結果調査結果調査結果調査結果    

    

「山梨県動物愛護管理推進計画」の見直しにあたり、県民の皆様のペットの飼育状況や飼育に関

する意識などを把握し、より一層充実した動物愛護及び管理に関する施策を実施していくため、県

政モニターによるアンケート調査を実施しました。 

 

1 アンケート調査の実施時期 

  平成 23 年 12 月 

 

2 県政モニター数 

(1)一般モニター（郵送によるアンケート調査）   312 名 

(2)インターネットモニター（電子メールによるアンケート調査）  57 名 

           合計 369 名 

 

3 回答数           (回答率) 

 (1) 一般モニター（郵送によるアンケート調査）   249 名(79.8%) 

 (2)インターネットモニター（電子メールによるアンケート調査）  37 名(64.9%) 

       合計 286 名(77.5%) 

 

 

【性別】       【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答
3名

(1.0%)

女性
160名
(56.0%)

男性
123名
(43.0%)

51名(17.8%) 27名(9.4%)

32名(11.2%)

27名(9.4%)

20名(7.0%)

19名(6.6%)
9名(3.1%)6名(2.1%)

29名(10.1%)

18名(6.3%)

48名(16.8%)
２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０歳以上

19名(6.6%)

38名(13.3%)

4名(1.4%)

79名(27.6%)

33名(11.5%)

42名(14.7%)

34名(11.9%)

27名(9.4%)
10名(3.5%)

農林水産業

自営業

会社員（事務系）

会社員（技術系）

公務員

主婦

学生

無職

その他



【世帯構成】                          【住宅の形態】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住まいの周辺環境】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住んでいる地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3名
(1.0%)7名

(2.4%)

49名
(17.1%)

15名
(5.2%)

136名
(47.6%)

76名
(26.6%)

１人世帯

１世代世帯（夫婦だけ）

２世代世帯（親と子）

３世代世帯（親と子と孫）

その他世帯

無回答

2名
(0.7%)

41名
(14.3%)

243名
(85.0%)

一戸建て

集合住宅

無回答

167名(58%)
111名(38.5%)

3名(1.0%)
5名(1.7%)

市街地

郊外

その他

無回答

2名（0.7%）

4名（1.4%）

18名（6.3%）

2名（0.7%）

12名（4.2%）

8名（2.8%）

10名（3.5%）

15名（5.2%）

10名（3.5%）

26名（9.1%）

19名(6.6%)

17名（5.9%）

14名（4.9%）

6名（2.1%）

11名（3.8%）

8名(2.8%）

12名（4.2%）

16名（5.6%）

 76名（26.6%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

甲府市

富士吉田市

都留市

山梨市

大月市

韮崎市

南アルプス市

北杜市

甲斐市

笛吹市

上野原市

甲州市

中央市

西八代郡

南巨摩郡

中巨摩郡

南都留郡

北都留郡

無回答

(名)



Ｑ１ あなたは動物が好きですか。（n=286） 

 

【調査結果】 

・ 「好き」とする人の割合が199名（69.6%）［「大好き」＋「どちらかといえば好きなほう」］、「嫌い」な人の割合が54

名（18.9%）［「大嫌い」＋「どちらかといえば嫌いなほう」］であった。 

・ 性別でみると女性より男性の方が「好き」とする人の割合が高くなっている。 

・ 年齢別でみると、「好き」とする人の割合は 20 歳代が高く、「嫌い」とする人の割合は、60 歳代及び 70 歳以上

で高くなっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

【性別クロス分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           ※性別に関する質問の無回答者 3 名分を除いて集計 

【年齢別クロス分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1名（0.3%）
32名（11.2%）

4名（1.4%）

50名（17.5%）

121名（42.3%）

78名（27.3%）

大好き

どちらかといえば
好きなほう

どちらかといえば
嫌いなほう

大嫌い

どちらともいえない

無回答

25名（20.3%）

52名（32.5%）

68名（55.3%）

53名（33.1%）

20名
（16.3%）

28名
(17.5%）

1名（0.8%）

3名（1.9%)

8名
（6.5%）

24名
（15.0%）

1名（0.8%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

大好き

どちらかといえば
好きなほう

どちらかといえば
嫌いなほう

大嫌い

どちらともいえない

無回答女

73.3%

17.9%

33.3%

25.5%

26.8%

23.4%

20.0%

48.7%

48.1%

51.1%

43.7%

34.0%

17.9%

13.6%

9.6%

19.7%

25.5%

12.8%

11.7%

7.0%

14.9%

2.1%

1.4%

2.1%

4.9%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代
（15名）

30歳代
（39名）

40歳代
（59名）

50歳代
（78名）

60歳代
（47名）

70歳以上
（48名）

大好き

どちらかといえば
好きなほう

どちらかといえば
嫌いなほう

大嫌い

どちらともいえな
い

無回答



Ｑ２ あなたはペットを飼っていますか。 （n=286） 

 

【調査結果】 

・ 「飼っている」人の割合が 86 名（30.1%）、「飼っていない」人の割合が 200 名（69.9%）であった。 

・ 年齢別でみると、「飼っている」人の割合は 20 歳代で 7 名（46.7%）、50 歳代で 27 名（34.6%）と高く、30 歳代は 7

名（17.9%）、70 歳以上が 12 名（25.0%）と低くなっている。 

・ 世帯構成別でみると、「飼っている」人の割合は 3 世代世帯が 23 名（46.9%）、1 世代世帯が 29 名（38.2%）で他

の世帯より高くなっている。 

・ 住宅形態別でみると、「飼っている」人の割合は集合住宅より一戸建てで高くなっている。 

・ 周辺環境別でみると、「飼っている」人の割合は市街地より郊外で高くなっている。  

  

【全体】 

 

 

 

 

 

【年齢別クロス集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世帯構成別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼っていない
200名
 69.9%

飼っている
86名
 30.1%

12名（25.0%）

13名（27.7%）

27名（34.6%）

20名（33.9%）

7名（17.9%）

7名（46.7%）

36名（75.0%）

34名（72.3%）

51名（65.4%）

39名（66.1%）

32名（82.1%）

8名（53.3%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代
（15名）

30歳代
（39名）

40歳代
（59名）

50歳代
（78名）

60歳代
（47名）

70歳以上
（48名）

飼っている

飼っていない

4名
（26.7%）

29名（38.2%）

38名（27.9%）

23名（46.9%）

1名
（14.3%）

11名（73.3%）

47名（61.8%）

98名（72.1%）

26名（53.1%）

6名（85.7%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人世帯
（15名）

1世代世帯
（76名）

2世代世帯
（136名）

3世代世帯
（49名）

その他世帯
（7名）

飼っている

飼っていない



【住宅形態別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【周辺環境別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３ ペットを飼われている方にお聞きします。 

   あなたがペットを飼っている理由はなんですか。  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ ペットを飼っている理由は「気持ちがやわらぐ（まぎれる）から」が 52 名（60.5%）、「家族（自分）が動物好きだか

ら」50 名（58.1%）が高くなっている。 

・ 年齢別でみると、各年代で「気持ちがやわらぐ（まぎれる）から」、「家族（自分）が動物好きだから」が高く、また、

「子どもの情操教育のため」は 40 歳代及び 50 歳代で高くなっている。 

 

【全体 （n=86、M.T.=172.1%）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6名
（14.6%）

79名（32.5%）

35名（85.4%）

164名（67.5%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て
（243名）

集合住宅
（41名）

飼っている

飼っていない

44名（26.4%）

39名（35.1%）

123名（73.6%）

72名(64.9%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地
（167名）

郊外
（111名）

飼っている

飼っていない

3名(3.5%)

8名(9.3%)

5名(5.8%)

50名(58.1%)

6名(7.0%)

6名(7.0%)

18名(20.9%)

52名(60.5%)

0 10 20 30 40 50 60

その他

家庭内がうまくいくから

伴侶となる動物だから

家族（自分）が
動物好きだから

役に立つから

捨てるのがかわいそうだから

子どもの情操教育のため

気持ちがやわらぐ
（まぎれる）から

(名)



【年齢別クロス集計 （n=145、M.T.=168.8%）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 飼っているペットの種類はなんですか。（n=86、M.T.=123.3%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 飼っているペットの種類は「犬」が 57 名（57.0%）と最も高く、「猫」が 31 名（36.0%）、「魚類」が 16 名（18.6%）の順

となっている。 

・ 全世帯に対し、ペットを飼っている人の割合は、「犬」が 17.1%（49 世帯）、「猫」が 10.8%（31 世帯）及び「魚類」が

5.6%（16 世帯）の順となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.7

33.3

35.0

35.0

30.4

38.9

8.3

20.0

12.5

8.7

11.1

8.3

11.1

41.7

33.3

35.0

40.0

26.1

22.2

8.3

8.3

7.5

8.7

5.6

 

4.3

2.5

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代
（回答数：12）

30歳代
（回答数：12）

40歳代
（回答数：40）

50歳代
（回答数：40）

60歳代
（回答数：23）

70歳以上
（回答数：18）

気持ちがやわらぐ
（まぎれる）から

子どもの情操教育
のため

捨てるのがかわい
そうだから

役に立つから

家族（自分）が動物
好きだから

伴侶となる動物だ
から

家庭内がうまくいく
から

その他

飼っているペットの種類

49名(57.0%)

31名(36.0%)

6名(7.0%)

16名(18.6%)

3名(3.5%)

1名(1.2%)

0 10 20 30 40 50 60

その他

鳥類

魚類

うさぎ

猫

犬

(名)

全世帯に対してペットを飼っている割合（種類別） 全286世帯

1世帯（0.3%）

3世帯（1.0%）

16世帯（5.6%）

6世帯（2.1%）

31世帯（10.8%）

49世帯(17.1%）

0.0 10.0 20.0 30.0

その他

鳥類

魚類

うさぎ

猫

犬

  (%)



Ｑ５ Ｑ２で「２ ペットを飼っていない」に○印をつけた方にお聞きします。 

    ペットを飼わない理由はなんですか。（n=200、M.T.=179%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「十分に世話が出来ないから」と答えた人が 103 名（51.5%）と最も高く、「死ぬとかわいそうだから」が 76 名

（38.0%）、「周りに迷惑をかけるから」が 39 名（19.5%）、「集合住宅で禁止されているから」が 30 名（15.0%）、「お

金がかかるから」29 名（14.5%）の順となっている。 

・ 住宅形態別でみると、集合住宅で「禁止されているから」が 28 名（43.8%）と最も高いのに対し、一戸建てでは

「十分に世話が出来ないから」、「死ぬとかわいそうだから」が高くなっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住宅形態別クロス集計】    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住宅形態に関する質問の無回答者１名分を除いて集計 

4名(2.0%)

25名(12.5%)

39名(19.5%)

76名(38.0%)

16名(8.0%)

23名(11.5%)

29名(14.5%)

103名(51.5%)

13名(6.5%)

30名(15.0%)

0 50 100 150

無回答

その他

周りに迷惑をかけるから

死ぬとかわいそうだから

動物が嫌いだから

家や庭が汚れるから

お金がかかるから

十分に世話が出来ないから

家や庭が狭いから

集合住宅で禁止されているから

(名)

28名(43.8%)

2名

7名

5名

4名

4名

8名

4名

2名

1名

11名

97名(32.8%)

24名

24名

12名

67名

38名

22名

0 20 40 60 80 100 120

集合住宅であり、
禁止されているから

家や庭が狭いから

十分に世話できないから

お金がかかるから

家や庭が汚れるから

動物が嫌いだから

死ぬとかわいそうだから

周りに迷惑をかけるから

その他

集合住宅
(35名)

一戸建て
(164名)

(名)



Ｑ６ Ｑ４で「１ 犬」または「２ 猫」に○印をつけた方にお聞きします。 

    飼っている犬や猫に不妊・去勢手術をしていますか。（ｎ＝80、犬ｎ=49、猫ｎ＝31） 

 

【調査結果】 

・ 飼っている動物に手術をしている人［「全てに手術をしている」＋「一部には手術をしていない」］の割合は、「犬

を飼っている」人が 31 名（67.6%）、「猫を飼っている」人が 26 名（86.7%）となっており、「犬を飼っている」人より

「猫を飼っている」人の方が高くなっている。 

 

【全体】 

18名（60.0%）

25名（52.1%）

8名（26.7%）

6名

（12.5%）

4名

（13.3%）

17名（35.4%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

猫

犬

全てに手術をしている

一部には手術を
していない

全てに手術をしていない

 
※犬、猫ともに無回答者１名分を除いて集計 

 

 

Ｑ７ Ｑ６で「２ 一部には手術をしていない」、「３ 全てに手術をしていない」に○印をつけた方にお聞きします。手

術をしていない理由はなんですか。（ｎ＝35、犬ｎ＝23、猫ｎ＝12、M.T.=102.8%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「犬を飼っている」人では、「手術する必要がないと考えるから」が 12 名（52.2%）と最も高く、「その他」が 

3 名（12.5%）、「かわいそうだから」が 3 名（12.5%）となっている。 

・ 「猫を飼っている」人では、「まだ子猫だから」が 5 名（41.7%）と最も高く、「手術する必要がないと考えるから」が

2 名（16.7%）、「その他」が 2 名（16.7%）となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1名

3名

1名

12名(52.2%)

3名

　2名

2名

 1名

2名

0名

2名

1名

 5名(41.7%)

1名

0 5 10 15

手術費用が高いから

まだ子犬（子猫）だから

かわいそうだから

手術する必要がないと
考えるから

わからない

その他

無回答

犬

猫

（名）



Ｑ８ Ｑ４で「１ 犬」または「２ 猫」に○印をつけた方にお聞きします。飼っている犬や猫に、あなたの氏名や住所

などが分かるように、名札や首輪、マイクロチップなどを装着し、飼い主が誰であるかわかるようにしていますか。

（ｎ＝80、犬ｎ＝49、猫ｎ＝31） 

 

【調査結果】 

・ 「犬を飼っている」人は 19 名（38.8%）、「猫を飼っている」人は 11 名（35.5%）が所有明示をしている。 

・ 年齢別でみると、「明示している」人の割合は70 歳以上が高く、「明示していない」人の割合は30 歳代（無回答

者含む）で高くなっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別クロス集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.7%

21.4%

53.8%

69.2%

73.3%

78.6%

46.2%

30.8%

50.0%

100%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代
（8名）

30歳代
（3名）

40歳代
（15名）

50歳代
（28名）

60歳代
（13名）

70歳以上
（13名）

明示している

明示していない

11名(35.5%)

19名(38.8%)

20名(64.5%)

30名(61.2%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

猫

犬

明示している

明示していない



Ｑ９ Ｑ８で「１ 明示している」に○印をつけた方にお聞きします。 

    どのような方法で明示していますか。（ｎ＝30、犬ｎ=19、猫ｎ＝11） 

 

【調査結果】 

・ 「犬を飼っている」人、「猫を飼っている」人ともに所有明示の方法は「首輪」が最も高く、次に「名札・迷子札」と

なっている。 

・ 「マイクロチップ」を使用している人は犬で 1 名（5.3%）であった。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１０ Ｑ８「２ 明示していない」に○印をつけた方にお聞きします。 

     明示していない理由はなんですか。（ｎ＝50、犬ｎ＝30、猫ｎ＝20、M.T.=118%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「犬を飼っている」人では、「室内で飼っていて外に出さないから」が 12 名（32.4%）と最も高く、次に「明示する必

要がないと考えるから」が 11 名（29.7%）の順となっている。 

・ 「猫を飼っている」人では、「室内で飼っていて外に出さないから」が 13 名（59.1%）と最も高く、次に「明示する必

要がないと考えるから」と「ペットがいやがるから（かわいそうだから）」が 4 名（18.2%）の順となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

1名(5.3%)

10名(52.6%)

8名(42.1%)

6名(54.4%)

5名(45.5%)

0 2 4 6 8 10 12

名札・迷子札

首輪

マイクロチップ

犬

猫

(名)

3名（8.1%）

2名（5.4%）

4名（10.8%）

11名（29.7%）

12名（32.4%）

5名（13.5%）

0名（0%）

0名（0%）

4名（18.2%）

4名（18.2%）

13名（59.1%）

1名（4.6%）

0 5 10 15

面倒だから

お金がかかるから

ペットがいやがるから
（かわいそうだから）

明示する必要がない
と考えるから

室内で飼っていて
外に出さないから

その他

犬

猫

(名)



Ｑ１１ ペットを飼われている方にお聞きします。 

    あなたはどのようにしてペットを入手しましたか。（ｎ＝86、M.T.=111.6%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「ペットショップ等から購入」が34名（39.5%）と最も高く、次に「拾った（迷い込んできた）」が25名（29.1%）、「知人

からもらった」が 22 名（25.6%）の順となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１２ Ｑ１１で「１ ペットショップ等から購入」、「２ 知人からもらった」、「３ 犬、猫の飼い主探しの会などでもらっ

た」及び「４ 新聞・雑誌などの情報を見て」に○印をつけた方にお聞きします。あなたがペットを入手するときに、

その動物の性質や飼い方などについての説明を受けましたか。（ｎ＝67） 

 

【調査結果】 

・ 「説明を受けた」人が 40 名（59.7%）であり、「説明を受けていない」人は 25 名（37.3%）であった。 

・ 事前の説明を受けた人は、「ペットショップ等から購入」が 24 名（60.0%）と最も多く、次に「知人からもらった」が

9 名（22.5%）であった。 

・ 事前の説明を受けなかった人は「知人からもらった」が 13 名（52.0%）と最も多く、次に「ペットショップ等から購

入」が 10 名（40.0%）であった。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

5名(5.8%)

25名(29.1%)

4名(4.7%)

6名(7.0%)

22名(25.6%)

34名(39.5%)

0 10 20 30 40 50

その他

拾った（迷い込んできた）

新聞・雑誌などの
情報を見て

犬、猫の飼い主
探しの会などでもらった

知人からもらった

ペットショップ等から購入

(名)

2名
(3.0%)

25名
(37.3%) 40名

(59.7%)

はい

いいえ

無回答

10名（40.0%）

24名（60.0%）

13名（52.0%）

9名（22.5%）

1名
（4%）

4名
（10%）

1名
（4%）

3名
(7.5%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

いいえ

ペットショップ等か
ら購入

知人からもらった

犬、猫の飼い主探
しの会からもらっ
た

新聞・雑誌などの
情報をみて



Ｑ１３ あなたは、動物（ペット）を飼う前に、その動物の特徴や性質、飼育方法などについて勉強しましたか。 

（ｎ＝86） 

【調査結果】 

・ 「勉強した」人は 57 名（66.3%）、「勉強していない」人は 26 名（30.2%）であった。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１４ Ｑ４で「２ 猫」に○印をつけた方にお聞きします。あなたは猫をどのように飼っていますか。この中から１つ

お答え下さい。（ｎ＝31） 

 

【調査結果】 

・ 「主に室内で飼うようにしているが、外にも出している」が 15 名（48.4%）と最も高く、「室内で飼っている」が10名

（32.3%）「室内・室外の区別なく、猫の自由にしている」が 5 名（16.1%）、の順となっている。 

・ 年齢別でみると、40 歳代は「室内で飼っている」人が 80%以上となっており、その他の年代では「主に室内で飼

うようにしているが、外にも出している」人の割合が半数以上を占めている。 

・ 周辺環境別でみると、市街地、郊外ともに「主に室内で飼うようにしているが、外にも出している」が半数となっ

ている。 

 

【全体】                               【周辺環境別クロス集計】 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別クロス集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10名
(32.3%)

15名
(48.4%)

5名
(16.1%)

1名
(3.1%)

室内で飼っている

主に室内で飼うようにし
ているが、外にも出して
いる

室内・室外の区別なく、
猫の自由にしている

その他

83.3%

33.3%

33.3%

75.0%

50.0%

50.0%

25.0%

16.7%

16.7%

14.3%

50.0%

14.3% 71.4%

50.0%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代
（4名）

30歳代
（2名）

40歳代
（6名）

50歳代
（6名）

60歳代
（6名）

70歳以上
（7名）

室内で飼っている

主に室内で飼うよう
にしているが、外に
も出している

室内・室外の区別な
く、猫の自由にして
いる

その他

3名
（18.8%）

6名（42.9%）

8名（50.0%）

7名（50.0%）

4名
（25.0%）

1名
（7.1%）

1名
（6.3%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

郊外

市街地

室内で飼っている

主に室内で飼うよう
にしているが、外に
も出している

室内・室外の区別な
く、猫の自由にして
いる

その他

3名
(3.5%)

26名
(30.2%)

57名
(66.3%)

はい

いいえ

無回答



Ｑ１５ Ｑ１４で「２ 主に室内で飼うようにしているが、外にも出している」、「３ 室内・室外の区別なく、猫の自由に

している」に○印をつけた方にお聞きします。猫を室内で飼育しない理由はなんですか。（ｎ＝20、M.T.=125%） 

※複数回答可 

【調査結果】 

・ 「猫が外に出たがるので」が 14 名（70.0%）と最も高く、「室内だけではかわいそうだから」が 8 名（40.0%）、「特に

理由はない」が 2 名（10.0%）の順となっている。 

・ 周辺環境別でみても市街地及び郊外での違いはなく、「猫が外に出たがるから」が 50%以上と高くなっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【周辺環境別クロス集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１６ ペットを飼われている方にお聞きします。地震や水害などの災害に被災した時の為に、ペットへの対策を準

備していますか。（ｎ=86） 

 

【調査結果】 

・ 「準備をしている」が 24 名（27.9%）、「準備をしていない」が 61 名（70.9%）であった。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

1名（5.0%）

2名（10.0%）

14名（70.0%）

8名（40.0%）

0 5 10 15

室内だけでは
かわいそうだから

猫が外に出たがるので

特に理由はない

無回答

(名)

5名(31.3%)

3名(33.3%)

9名(56.2%)

5名(55.6%)

2名
(12.5%)

1名
(11.1%)

0% 25% 50% 75% 100%

郊外

市街地

室内だけではかわいそ
うだから

猫が外に出たがるので

特に理由はない

無回答

1名
(1.2%)

61名
(70.9%)

24名
(27.9%)

している

していない

無回答



Ｑ１7 Ｑ１６で「１ している」に○印をつけた方にお聞きします。 

    どのような準備をされていますか。（ｎ＝24、M.T.=154.2%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「非常用餌等の確保」が16名（43.2%）と最も高く、「所有者の明示（首輪等をつける）」が11名（29.7%）、「避難グ

ッズの準備」が 7 名（18.9%）、「日頃のしつけ」が 3 名（8.1%）の順となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１８ Ｑ１６で「２ していない」に○印をつけた方にお聞きします。 

    準備をしていない理由はなんですか。（ｎ＝61、M.T.=119.7%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「今まで気がつかなかった」が 27 名（44.3%）と最も高く、「何を準備すればいいかわからないから」が 25 名

（41.0%）、「準備が必要と思わないから」が 17 名（27.9%）の順となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11名(29.7%)

3名(8.1%)

16名(43.2%)

7名(18.9%)

0 5 10 15 20

避難グッズの準備

非常用餌等の確保

日頃のしつけ

所有者の明示
（首輪等をつける）

(,名)

2名(3.3%)

27名(44.3%)

17名(27.9%)

25名(41.0%)

1名(1.6%)

1名(1.6%)

0 10 20 30

面倒だから

お金がかかるから

何を準備すればいいか
わからないから

準備が必要と思わないから

今まで気がつかなかった

無回答

(,名)



Ｑ１９ ペットを飼われている方にお聞きします。災害時にペットに関係することで行政に望むものはなんですか。

（ｎ=86、M.T.=217.4%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「ペットを一時的に預かってもらえる場所の確保」が 47 名（54.7%）と最も高く、「ペットと一緒に避難できる避難

場所の確保」が 46 名（53.5%）、「餌の確保」が 41 名（47.7%）、「被災動物の救助」が 27 名（31.4%）の順となって

いる。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２０ 全ての方にお聞きします。ペットとして動物を飼うことについて、よいと思うことはどのようなことですか。 

（ｎ=286、M.T.=265.4%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「生活に潤いや安らぎが生まれる」が197名（68.9%）と最も高く、「家庭がなごやかになる」141名（49.3%）、「子ど

も達が心豊かに育つ」119 名（41.6%）の順となっている。 

・ 年齢別にみると、30 歳代で「子ども達が心豊かに育つ」の割合が高く、60 歳代、70 歳代では、「防犯や留守番

に役立つ」の割合が高くなっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3名（3.5%）

2名（2.3%）

27名（31.4%）

21名（24.4%）

47名（54.7%）

41名（47.7%）

46名（53.5%）

0 10 20 30 40 50

ペットと一緒に避難できる
避難場所の確保

餌の確保

ペットを一時的に預かって
もらえる場所の確保

獣医師や専門ボランティアの確保

被災動物の救助

その他

無回答

(名)

8名（2.8%）

70名（24.5%）

141名（49.3%）

108名（37.8%）

119名（41.6%）

86名（30.1%）

30名（10.5%）

197名（68.9%）

0 50 100 150 200

生活に潤いや
安らぎが生まれる

友達になれる

お年寄りの慰めになる

子ども達が心豊かに育つ

防犯や留守番に役立つ

家庭がなごやかになる

育てることが楽しい

その他

(名)



【年齢別クロス集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２１ 全ての方にお聞きします。ペットとして動物を飼うことで、問題が生じるとすればどのようなことだと思います

か。（ｎ＝286、M.T.=259.8%）  ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「他人のペットの鳴き声やふん尿などにより迷惑がかかる」が 199 名（69.6%）と最も高く、「最後まで飼わない人

がいる」が 181 名（63.3%）、「捨てられる犬や猫が多い」が 166 名（58.0%）の順となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2%

25.3%

22.3%

29.1%

25.0%

24.5%

5.6%

7.4%

3.8%

3.9%

2.3%

1.9%

11.1%

6.3%

12.1%

7.8%

11.4%

19.8%

16.7%

20.0%

17.8%

13.4%

13.6%

15.1%

9.3%

7.4%

14.0%

12.3%

18.9%

20.8%

20.4%

24.2%

19.1%

20.1%

17.4%

12.3%

13.0%

8.4%

9.6%

9.5%

10.6%

5.7%

0.8%

1.1%

1.9%

1.1%

1.3%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代
（15名）

30歳代
（39名）

40歳代
（59名）

50歳代
（78名）

60歳代
（47名）

70歳以上
（48名）

生活に潤いや安らぎ
が生まれる

友達になれる

お年寄りの慰めにな
る

子ども達が心豊かに
育つ

防犯や留守番に役
立つ

家庭がなごやかにな
る

育てることが楽しい

その他

無回答

10名（3.5%）

181名（63.3%）

166名（58.0%）

73名（25.5%）

38名（13.3%）

199名（69.6%）

70名（24.5%）

4名（1.4%）

2名（0.7%）

0 50 100 150 200

特にない

最後まで飼わない人がいる

捨てられる犬や猫が多い

ペットの習性などを知らないで
飼っている人がいる

ペットの虐待と思われる事例がある

他人のペットの鳴き声や
ふん尿などにより迷惑がかかる

寄生虫や人畜共通感染症
（動物から人にうつる病気）が

うつる可能性がある

その他

無回答

(名)



Ｑ２２ 全ての方にお聞きします。あなたは、犬や猫などの動物から被害や迷惑を受けたことがありますか。 

（ｎ=286、M.T.=219.6%）   ※複数回答可 

 

【調査結果】 

・ 「散歩している犬の糞の放置など飼い主のマナーが悪い」が 146 名（51.0%）と最も高く、「猫の糞や尿による被

害」105 名（36.7%）、「犬の放し飼いにより、かまれたり、追いかけられて恐い思いをした」77 名（26.9%）、「鳴き

声」66 名（23.1%）の順となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２３ 全ての方にお聞きします。猫の飼い方についてどのようにお考えになりますか。この中から１つだけあげて

ください。（ｎ＝284、複数回答者除く） 

 

【調査結果】 

・ 「室内で飼う方がよい」が 97 名（34.2%）と最も高く、「室内で飼うべき」が 74 名（26.1%）、「放し飼いは仕方がな

い」が 64 名（22.5%）、「どちらでもよい」が 36 名（12.7%）、「放し飼いの方がよい」が 5 名（1.8%）の順となってい

る。 

・ すべての人では、「室内で飼うほうがよい」及び「室内で飼うべき」と回答した人の割合は 171 名（60.3%）で、放

し飼いを認める人（「放し飼いの方がよい」＋「放し飼いは仕方がない」）の割合の 69 名（24.3%）より高かった。 

・ 「猫を飼っている」人でも「室内で飼うほうがよい」及び「室内で飼うべき」と回答した人の割合（14 名（45.2%））は、

放し飼いを認める人（「放し飼いは仕方がない」＋「放し飼いの方がよい」）の割合（10 名（32.3%））より高かっ

た。 

 

【全体】                                    【猫の飼い主】（n=31） 

 

 

 

 

 

 

 

 8名（2.8%）

36名（12.7%）

74名（26.1%）

97名（34.2%）

64名（22.5%）

5名（1.8%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

放し飼いの方がよい

放し飼いは仕方がない

室内で飼う方がよい

室内で飼うべき

どちらでもよい

無回答

(名)

0名(0%)

10名(32.3%)

11名(35.5%)

3名(9.7%)

7名(22.6%)

0 5 10 15

放し飼いのほうがよい

放し飼いは仕方がない

室内で飼う方がよい

室内で飼うべき

どちらでもよい

(名)

11名（3.8%）

9名（3.1%）

4名（1.4%）

52名（18.2%）

58名（20.3%）

35名（12.2%）

66名（23.1%）

105名（36.7%）

146名（51.0%）

77名（26.9%）

65名（22.7%）

0 30 60 90 120 150

特に受けたことはない

犬の放し飼いにより、かまれたり、
追いかけられて怖い思いをした

散歩している犬の糞の放置など
飼い主のマナーが悪い

猫の糞や尿による被害

鳴き声

悪臭

庭や畑、ゴミ集積場所など
が荒らされた

出産等により飼い主のいない
犬や猫（ノラ犬・猫）の増加

ペットの飼い主とトラブルになった

その他

無回答

(名)



Ｑ２４ 全ての方にお聞きします。飼い主のいない猫（ノラ猫）に餌を与えることについて、どのようにお考えになり

ますか。この中から１つだけあげてください。（ｎ＝284、複数回答者除く） 

 

【調査結果】 

・ 「ノラ猫が繁殖するので与えない方がよい」が 100 名（35.0%）で最も高く、「ノラ猫が集まりふん尿などで生活環

境を汚損するので与えない方がよい」が 71 名（24.8%）、「餌を与える人がふん尿の始末をするなど、責任を持

って管理するのであればかまわない」が 69 名（24.1%）の順であった。 

・ ノラ猫に餌を与えることに否定的な人［「繁殖するので与えない方がよい」＋「生活環境を汚損するので与えな

い方がよい」］が 171 名（59.8%）となっており、ノラ猫に餌を与えることを認める人［「与えてもよい」＋「責任をも

って管理するのであればかまわない」］の 75 名（26.3%）を上回った。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２５ 全ての方にお聞きします。飼い主のいない猫（ノラ猫）対策についてどのような方法が良いと考えますか。こ

の中から１つだけあげてください。（ｎ＝286） 

 

【調査結果】 

・ 「餌やりなど無責任な飼い方を禁止して地域に猫が寄りつかないようにする」が 123 名（43.0%）と最も高く、「地

域住民でルールを決めて、地域社会で育てる」が 73 名（25.5%）、「捕まえて処分する」が 57 名（19.9%）の順とな

っている。 

・ 年齢別でみると、「地域住民でルールを決めて、地域社会で育てる」は 20 歳代で高く、「餌やりなど無責任な飼

い方を禁止して地域に猫が寄りつかないようにする」は 60 歳代と 70 歳代以上で高くなっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73名（25.5%）

123名（43.0%）

57名（19.9%）

23名（8.0%）

10名（3.5%）

0 25 50 75 100 125 150

地域住民でルールを決めて、
地域社会で育てる

餌やりなど無責任な飼い方を禁止して
地域に猫が寄りつかないようにする

捕まえて処分する

その他

無回答

(名)

8名（2.8%）

30名（10.6%）

71名（25.0%）

100名（35.2%）

69名（24.3%）

6名（2.1%）

0 20 40 60 80 100

ノラ猫がかわいそうなので与えてもよい

餌を与える人がふん尿の始末をするなど、
責任を持って管理するのであればかまわない

ノラ猫が繁殖するので与えない方がよい

ノラ猫が集まりふん尿などで生活環境を
汚損するので与えない方がよい

その他

無回答

(名)



【年齢別クロス集計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答者 10 名分を除いて集計 

 

 

Ｑ２６ 全ての方にお聞きします。ペットショップやペットホテル、動物園サーカスなど動物を取り扱う業者から、今ま

でに被害を受けたり、トラブルや不快な思いをしたことがありましたか。（ｎ＝286、M.T.=102.1%） 

 

【調査結果】 

・ 動物を取り扱う業者からの被害やトラブルなどは、「特にない」が 245 名（85.7%）という結果であった。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.3%

39.5%

27.6%

29.3%

14.0%

12.8%

40.0%

31.6%

48.3%

37.3%

55.8%

53.2%

6.7%

23.7%

20.7%

24.0%

16.3%

21.3%

9.3%

5.3%

3.4%

14.0%

12.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代
（15名）

30歳代
（38名）

40歳代
（58名）

50歳代
（75名）

60歳代
（43名）

70歳以上
（47名）

地域住民でルール
を決めて、地域社会
で育てる

餌やりなど無責任な
飼い方を禁止して地
域に猫が寄りつかな
いようにする

捕まえて処分する

その他

15名（5.2%）

8名（2.8%）

1名（0.3%）

3名（1.0%）

2名（0.7%）

0名（0%）

8名（2.8%）

10名（3.5%）

245名（85.7%）

0 50 100 150 200 250

特にない

ふん尿の臭いや、鳴き声、ハエ・ゴキブリの
発生などの悪影響を受けた

施設が狭かったり汚れて不衛生な環境で
動物が飼われているのをみた

病気やけがをした動物が展示されていた

ペットショップから購入したばかりの
動物が死んだり、病気になった

動物の飼い方についてペットショップの
店員の説明が不適切だった

ペットホテルに預けたら、
ペットが病気になった

その他

無回答

(名)



Ｑ２７ 全ての方にお聞きします。あなたは、ペットの愛護や適正な飼育の推進のために、行政が取り組むべきこと

は何だと思いますか。（ｎ＝286、M.T.=295.5%） 

 

【調査結果】 

・ 「迷惑な飼い主への指導強化」が 202 名（70.6%）と最も高く、「犬・猫の不妊・去勢の促進」が 123 名（43.0%）、

「ペットの正しい飼い方の普及啓発」が 121 名（42.3%）、「ペットを取り扱う業者への指導強化」が 85 名（29.7%）、

「ペットへの所有者明示の促進」が 85 名（29.7%）の順となっている。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10名（3.5%）

8名（2.8%）

7名（2.4%）

59名（20.6%）

59名（20.6%）

46名（16.1%）

40名（14.0%）

123名（43.0%）

85名（29.7%）

121名（42.3%）

85名（29.7%）

202名（70.6%）

0 50 100 150 200 250

迷惑な飼い主への指導強化

ペットを取り扱う業者への指導強化

ペットの正しい飼い方の普及啓発

ペットへの所有者明示の促進

犬・猫の不妊・去勢の促進

犬・猫の譲渡制度の充実

動物愛護ボランティア団体や専門家の育成

ペットの相談窓口の充実

動物への虐待の防止

特にない

その他

無回答

(名)
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